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平成３０年度第 1回研究例会 開催 

― 日本卸売学会― 

日本卸売学会の平成３０年度第一回研究例会が６月１６日（土）東京国分寺市の東京経済大

学国分寺キャンパス進一層会館で開催された。 

第一報告の公益財団法人流通経済研究所  専務理事  加藤  弘貴による「サプライチェーン

システムと流通共同事業化」では、少子高齢化、デジタルシフトが及ぼす流通構造の変化といっ

た大きな流れに加え、物流現場での人手不足の深刻化は今後も、さらに進むことが確実視されて

いる。これらの課題に対しては、個別企業ごとに対応するのではなく、業種、業態、業界を超え

た、製販配の垂直連携、水平連携による対応が必須。物流の逼迫がいよいよ深刻になり、製販

配連携の共同物流も動き出している。日食協「加工食品卸売業の共同配送推進の手引き」より、 

①低回転商品の卸間の共同保管、共同配送による効率化 

②商物分離による小売業への代行納品による効率化 

等の事例を紹介した。 

具体例として、昨年、三菱食品が経産省から表彰された、需要予測、サプライチェーンの垂直

連携の事例を紹介した。 

また海外の動きでは、２０１３年にスタートしたＡＬＩＣＥ（Alliance for Logistics Innovation 

through Collaboration in Europe）が取組を進めるＰＩ（Physical Internet）を紹介。ＰＩは「効

率性と持続性を高めるために、協働のプロトコルや規格化されたコンテナ、高性能なインターフェ

イスなどの標準的な仕組みによって相互に接続されたロジスティック・ネットワークに基づくグロー

バル・ロジスティック・システム」。インターネットでは、データを標準的なプロトコル（パケット）で動か

し、全てのプロバイダー間で相互運用する仕組みだが、このインターネットの考え方と同様に、商

品を標準的なコンテナに入れて動かし、相互運用を実現する動き。 

流通共同事業の課題として 

①卸売業の役割は、単に物の売買だけでなく、情報集約、消費者の購買点の改善にどれだ

け、関与できるか。 

②業種、業界を超えた、企業間の垂直連携、水平連携の実現（メーカー小売間の連携が欧米

では進んでいる） 

③ＩＴ活用と物流インフラ整備に向け取組 

等が上げられた。 

平成３０年度第１回研究例会の報告事項の全容は以下の通り。 

第１報告「サプライチェーンシステムと流通共同事業化」 

公益財団法人流通経済研究所  専務理事  加藤  弘貴氏 

第２報告「ボランタリーチェーン事業の課題と今後の発展方向」 

一般社団法人日本ボランタリーチェーン協会  常務理事  中津  伸一氏 

第３報告「卸商業団地の課題と今後の発展方向」、 

全国卸行業団地共同組合連合会  専務理事  栗原  眞氏 

第４報告「地域商業問題と流通共同化事業～構造・経営・政策の視点から～」 

関東学院大学教授  福田 敦氏 

全ての報告が終了後、２９年度事業報告、決算報告並びに３０年度事業計画、予算案が提示

され、いずれも承認された。 

関連省庁・団体からのお知らせ 
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平成２９年度「食品産業における取引慣行の実態調査」について 

― （一財）食品産業センター ― 
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製・配・販連携協議会総会 
～ビール４社＋日酒販に 2018年度サプライチェーン・イノベーション大賞～ 

― 製・配・販連携協議会 ― 

競争超え物流連携  

流通効率化に関する優れた活動を表彰する今年度のサプライチェーンイノベーション大賞にビ

ール４社（アサヒビール、キリンビール、サッポロビール、サントリー食品インターナショナル）の物流

部門と日本酒類販売が選出された。北海道での４社共同物流や納入先の日酒販とともに進める

トラック待機時間の削減などの取り組みが評価された。 

サプライチェーンイノベーション大賞は消費財製造流通大手５３社が加盟する製・配・販連携

協議会が１６年度に創設した企業表彰制度。毎年、サプライチェーン全体の最適化に資する企

業の活動事例の中から大賞および優秀賞を決定する。１６年度はイトーヨーカ堂、１７年度は三菱

食品が物流効率化の功績で大賞を受賞しているが、優秀賞を含め複数企業による受賞は初。 

ビール４社はドライバー不足等の物流リスクが深刻化した１４年に物流部長会を発足。単独で

十分な積載率を確保できない北海道道東地区でモーダルシフトを絡めた共同物流に取り組むな

ど、協業を盛んに進めている。昨年６月には共通の得意先である日酒販への納品時間を分散さ

せることで、他メーカーを含む全納品車両の待機時間削減に成功した。 

６日の製・配・販連携協議会総会に合わせて行われ

た表彰式には、熾烈な販売競争を繰り広げるビール４

社と日酒販の物流トップが揃って出席。物流最適化に

向けた協業の重要性を会場の製配販トップらに改めて

印象づけた。（食品新聞  ７月１３日付けより転載） 

 
揃って表彰されるビール 4 社と日酒販の物流トップ 
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福島で生産された商品の販売等の不振の実態を明らかにする

ための調査の結果に基づく指導、助言等について（通知） 
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食品表示基準における栄養成分表示 
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ＡＳＮ（事前出荷情報）活用による「検品レス」の実現 

― 株式会社ファイネット― 

加藤産業（株） キューピー（株） 
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フードディストリビューション２０１８開催予定 

― 主催：（一社）日本加工食品卸協会、（一財）食品産業センター ― 

 

 

国内唯一…食品物流を提案する専門展示会 

 出展募集中  ２回目の開催に向け、機運高まる 

本年９月２６日（水）から２８日（金）の３日間、東京ビッグサイトにて「食品物流」にフォーカスした専

門展「フードディストリビューション２０１８」が一般社団法人日本加工食品卸協会と一般財団法人食品

産業センターの主催で開催される。社会的に注目を集める物流・流通業のなかでも食品業界に特化し

た本展は今回二回目の開催となり、このほど出展募集を開始した。 

 初回開催の成功を受け、多くの企業・団体から出展に関する問い合わせが寄せられている。 

 

◆改革がすすむ食品物流 

昨今の流通業における深刻な人手不足と物流コストの高騰は、食品業界にも深刻な影響を与

えている。身近なところでは、某乳製品の実質的な値上げなどが記憶に新しい。加えて、食品の

物流は「温度管理」「日付管理」といった特有の品質管理が必須。物流の品質が消費者の食生

活に直結することから、その社会的責任も大きい。大手ＥＣの食品参人、冷凍食品の需要増加と

いった社会環境の変化からも、食品物流への需要は日増しに高まる一方だ。ここにきてライバル

同士が手を取り合った共同配送の事例や物流センターの統廃合といった効率化へ向けた動きが

活発化している。「商品の中味で勝負、物流は共同の時代」と言われるように、食品業界は製・

配・販各界で物流整備・対策に余念がない。いまや企業存続をかけて取り組むべき課題となって

いる。 

 

◆盛況に幕を閉じた初回開催 

昨年９月、国内で唯一となる「食品物流」の専門展「フードディストリビューション」が開催され

た。多くの業界関係者から注目を浴びるなか、会場には「食品物流」ならではの展示が揃った。出

展企業も多彩な顔ぶれで、ダイフク、村田機械、ＩＨＩ物流産業システム、岡村製作所、トーヨーカ

ネツソリューションズ、住友重機械搬送システムなど物流産業をリードする大手マテハンメーカー

からコールドチェーンに強みを持つ中堅までが幅広く出展。搬送ではマキテックをはじめ、西部電

機、日本パレットレンタルや日建リース工業といった食品業界に実績を持つ企業が参加した。産

業車両では、豊田自動織機トヨタＬ＆Ｆカンパニー、コマツリフトがフォークリフトや無人搬送車を

展示。物流不動産からは大和ハウス工業、プロロジス、日本ＧＬＰ、シーアールイーが物流施設の

リーシングを提案。システム関連では富士電機やシーネット、三谷コンピュータなどが食品物流の

9月26日（水）～9月28日（金） 
東京ビックサイト 東ホール 
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業務改善や効率化につながる内容を披露した。「総合展にはないピンポイントな来場層」（マテハ

ンメーカー）「具休的な課題を持っている来場者が多い」（搬送機メーカー）「会場で驚きの大量発

注があった」（産業車両メーカー）「想定以上にノベルティが捌け、対応に追われた」（システムメー

カー）など出展の各社から高い評価を得た。初回開催にも関わらず、会場では実益ある商談・情

報交流が展開された。 

 

 

 

フードディストリビューション２０１８ 

事前来場登録のご案内 

 
 

1) 事前登録いただきますと、展示会入場料(当日 2,000 円)が無料となります。 

2) 同時開催展(フードシステムソリューション／フードセーフティジャパン／フードファクト

リー／SOUZAI JAPAN／アグリ・ビジネス・ジャパン／エヌプラス／EV・PHV 普及活用

技術展／衛星測位・位置情報展)もそのままご覧になれます。 

3) 当日、会場での受付がスムーズに行えます。 

4) 10 名以上で同時にご来場の場合は別途、事務局までお問い合わせください。 

 

ご登録方法 

事前来場申込は下記の WEB サイトで行います。 

www.f-sys.info 

 

事前来場登録完了までの流れ 

1)「事前来場者登録」をクリックします。 

2) 以下、登録フォームに沿ってご入力いただき、申込みを完了してください。 

3) 画面に表示される「事前来場登録証」をプリントアウトして、当日受付会場へお持ちくださ

い。 

 

http://www.f-sys.info/
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食品産業の働き方改革早わかりハンドブック 

― 農林水産省食料産業局― 
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